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妊婦さんは、もう一つの大切な命を授かり、その中で普段通りの生活をするのは
厳しく、妊娠すると、妊娠前と比べ、できることも限られるため、無理に一人で背

負い込むのは、妊婦さんにとっても、お腹の子にとっても、重い負担になり得る。

　　　妊婦さんが外にでて、不安に感じていること　　　　　　　　・困っ
ていること・遠慮していることは？

　　　

　　　　　

妊婦さんが困っていること・不安に思っている
こと・気になっていることは？

このテーマにした理由

社会ができることは？



現状

現状、妊婦さんに実際に遭遇している電車内での体験は、 電車に乗っているひとからの暴言・嫌な目で見られ

る、舌打ちをされる・席を譲ってもらえない

など。これにより、妊婦さんは電車で嫌な気持ちになったり、電車に乗るのが怖くなったり、妊婦さん自身が気を

使って遠慮してマタニティーマーク（妊婦を示すマーク）を 隠して電車に乗っているなど一部の妊婦さんが気持ち

よく電車を利用できていない。よくあった、時々あった▶約４５％

：妊婦さんが困っていること、辛いこと

（１）電車

⬅妊娠中に交通機関で嫌な思いをした妊婦さんの割合
⬇実際の妊婦さんからの声から



（２）マタニティーマーク

[？]マタニティーマークとは
妊産婦が交通機関等を利用する際に身につけ、周囲が妊産婦への配
慮を示しやすくするもの
意味▶マタニティーマークを見かけたら
　　　・声をかけよう
　　　・席を譲ろう　・喫煙をやめましょう

ですが、妊婦さんとその子をを守るこのマタニティーマークを身につけてい
たにも関わらず、嫌な思いをしている事例もある。

⬆妊娠中、外出時にマタニティーマークをつけている割合

マタニティーマークが見えているはずなのに席を譲られない、嫌がら
せや暴言、暴力を受けた人も



お腹に子がいながらも仕事をするお母さんは多い。そんな中ハードな仕事・簡単に休暇

がとれない・パートナー(夫)が休みが取れないなどの問題が挙げられる。

これは世界から見ても仕事量が軍を抜いている日本の抱える問題。休みたくても上司の

圧によりなかなか休暇を取れない妊婦さんや夫が仕事に追われなかなか育児に積極的

に協力できず、妊婦さんに重い負担がかかってしまうケースも多い。

周りの人から何をされるかわからないため、マ
タニティーマークをあえてつけない妊婦さんも
少なくない。またマタニティーマークの認知度
は年々上昇している。

(３)仕事と育児の両立



職場の対応に不満の声
のｆｙ

職場の理解ある対応、職場の人
たちの思いやりある言動、行動
の協力が必要である事がわかる

妊婦に優しい職場づくり、出勤時
間を管理しやすい職場の雰囲気
を。



ーーーーーー社会に求めたいことーーーーーー

【１】妊婦さんを見かけたら

　　　席を譲ることを当たり前に　

【２】マタニティーマークの理解を広める

【３】ストレスフリーの職場

　　　休みたいときに休める環境を



ーーーーーーそのために提案できることーーーーーーーー

・より多くの人にマタニティーマークを認知させる、またマタニティーマークをすで　に知って

いる人もマタニティーマークの意味などを再確認し、生活の中で妊婦さ　んに意識を向けら

れるような

　【ポスター・看板の設置】

・育児や育児をしながら仕事に勤めるお母さん方に悩みを少しでも減らしてもらえ　るよう、

相談窓口をより多く知ってもらうための　

　【家庭へのチラシ配り】

　また育児を一人で抱え込まず少しでも気が楽になるための

　【悩みを共有する掲示板の設置】
　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 以上のことを提案します！！



まとめ

妊婦さんが生活する上で不安なことや辛いと思っていることをまとめて、一人の体では

ない妊婦さんはその分いろいろな負担がかかるので、生活しやすい環境と、社会の妊婦

さんに対する周り(社会)の考えがもっと思いやりのあるものにしていくべきだと思った。

身を守るマタニティーマークがそのマークによって傷ついている人がいるのは初めて

知った。このマークは妊婦さんのことをみんなでサポートしようというマークなので嫌な思

いにさせないように周りの配慮が必要だと思った。また、見て見ぬふりは良くないなと

思った。妊婦さんに限らず、休めにくい職場環境は日本の特徴でもあるのでこの日本の

慣習を少しずつ変えていく必要があると思った。



感想

ただただわかっていることや、知ったことをそのまま記載するより自分で資料となるグラ

フや意見を集めそこからわかることを考えたり、数値として結果を残すことで、その問題

の細かなところまで見えて、今までより見る人に説得力のあるスライドを作ることができ

るとわかった。妊婦さんのストレスが詰まった掲示板(集まった意見)を見て、たくさんの

不満が溢れていてこの不満をなくすような社会の雰囲気はこれから作れていけるのだろ

うかと疑問に思った。妊娠している人が安全・快適にストレスフリーの暮らしやすい社会

になればと思った。


